
『
フ
ォ
ー
ラ
ム
接
点
』
実
践
報
告　
④

『
小
松
市
社
会
教
育
協
会
の
社
教
セ
ミ
ナ
ー
』

小
松
市
社
会
教
育
協
会

　

小
松
市
社
会
教
育
協
会
で
は
、
石
川

県
社
会
教
育
協
会
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
接
点

助
成
金
の
交
付
を
受
け
て
、
本
年
は
市

民
を
対
象
に
、
社
会
教
育
セ
ミ
ナ
ー
と

し
て
二
回
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

以
下
に
そ
の
概
略
等
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
第
一
回
社
教
セ
ミ
ナ
ー

開
催
日
時

　
　
　

令
和
三
年
十
月
十
七
日（
日
）

　
　
　

午
後
二
時
～

会
場　

小
松
市
芦
城
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
階
ホ
ー
ル

演
題　

健
康
を
守
る
体
内
時
計　

講
師　

公
立
小
松
大
学
保
健
医
療
学
部

（
臨
床
工
学
科
）

　
　
　

教
授　

平
山　

順 

先
生

体
内
時
計
の
健
康
維
持
に
お
け
る
重

要
性

　

生
理
機
能
は
約
二
十
四
時
間
の
周
期

変
動
を
形
成
す
る
機
構
で
、
朝
食
後
の

血
圧
上
昇
に
よ
り
一
番
覚
醒
し
、
昼
に

は
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
の
後
に
体
調

が
一
番
優
れ
た
状
態
に
な
る
。
そ
し
て

夕
刻
に
は
体
温
が
最
高
に
な
り
、
ま
た

血
圧
も
最
高
と
な
る
。
そ
の
後
、
睡
眠

に
入
り
メ
ラ
ニ
ン
の
分
泌
開
始
が
あ
っ

て
、
そ
し
て
深
い
睡
眠
に
入
り
エ
ネ
ル

ギ
ー
代
謝
が
低
下
し
て
、
体
温
も
最
低

と
な
る
。
被
験
者
を
洞
窟
に
隔
離
し
、

太
陽
光
の
無
い
環
境
で
測
定
し
た
と
こ

ろ
、
周
期
が
約
二
十
五
時
間
と
い
う
結

果
が
得
ら
れ
た
。
ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
の
体

内
時
計
の
実
験
で
は
、
体
内
時
計
は
生

物
に
内
在
し
遺
伝
子
に
よ
っ
て
制
御
さ

れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

体
内
時
計
は
地
球
上
の
全
て
の
生
物
に

存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
体
内
時
計
は
生
物
が
地
球
環

境
へ
の
適
応
に
重
要
な
生
命
現
象
で
あ

る
こ
と
が
解
明
さ
れ
た
。

　

体
内
時
計
と
疾
患
の
関
係
で
は
、

二
十
四
時
間
型
社
会
で
シ
フ
ト
ワ
ー
ク
、

夜
食
の
常
習
化
や
加
齢
に
よ
っ
て
体
内

時
計
が
乱
れ
、
そ
の
結
果
、
肥
満
、
糖

尿
病
や
睡
眠
障
害
等
を
引
き
起
こ
さ
れ

る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
た
。

　

生
物
は
細
胞
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ヒ
ト
（
個
体
）
は
約
三
十
七
兆
個
の
細

胞
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
細
胞
に
は
核

が
あ
り
、
そ
こ
に
は
遺
伝
子
と
染
色
体

が
あ
る
。
体
内
時
計
を
制
御
し
て
い
る

の
が
脳
内
に
あ
る
細
胞
時
計
（
中
枢
時

計
）
で
、
こ
こ
か
ら
神
経
系
内
分
泌
系

を
経
て
末
梢
時
計
（
心
臓
、
肝
臓
や
腎

臓
等
々
）
へ
と
伝
わ
る
。
こ
の
よ
う
に

全
身
の
組
織
に
時
計
が
存
在
し
て
い
る
。

人
工
の
時
計
は
多
く
の
ね
じ
や
歯
車
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
細
胞
時
計
も
同

じ
く
多
く
の
遺
伝
子
や
タ
ン
パ
ク
質
で

構
成
さ
れ
時
を
刻
ん
で
い
る
。

　

ま
た
ヒ
ト
疾
患
と
時
計
遺
伝
子
変
異

の
関
連
も
明
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
解

明
さ
れ
て
い
る
疾
病
に
は
高
血
圧
症
、

糖
尿
病
、
肥
満
、
癌
、
う
つ
病
、
躁
う

つ
病
、
季
節
性
気
分
障
害
や
睡
眠
障
害

等
が
知
ら
れ
て
い
る
。

体
内
時
計
と
代
謝

　

日
本
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
の
推

移
を
見
る
と
、
現
在
で
は
戦
後
の
食
糧

難
時
代
（
一
九
四
六
年
頃
）
の
レ
ベ
ル

よ
り
も
低
い
状
態
に
あ
る
。
日
本
人
の

肥
満
の
割
合
を
一
九
七
五
年
以
降
で
推

移
を
見
る
と
男
性
は
増
加
し
、
女
性
は

変
化
の
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
現

在
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
が
減
少
し
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
肥
満
が
問
題
に
な

る
原
因
は
何
か
？
そ
れ
は
運
動
不
足
、
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高
脂
肪
食
の
摂
取
と
体
内
時
計
の
乱
れ

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
体
内
時

計
の
乱
れ
は
夜
食
の
常
習
化
や
朝
食
の

欠
食
な
ど
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
食

事
を
す
る
時
刻
の
肥
満
と
体
内
時
計
に

与
え
る
影
響
の
実
験
で
は
、
高
脂
肪
食

に
よ
る
肥
満
・
糖
尿
病
の
誘
発
は
食
事

時
刻
に
依
存
す
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
た
。

ま
た
、
食
事
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
効
率

は
、
朝
の
方
が
夜
よ
り
高
く
、
朝
食
の

欠
食
は
肥
満
の
危
険
度
を
増
加
さ
せ
る

こ
と
、
早
い
時
刻
と
軽
め
の
夕
食
は
肥

満
予
防
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
な
ど

が
分
か
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
朝
食
を
増

や
し
夕
食
を
減
ら
す
朝
食
重
視
の
食
生

活
指
導
を
行
っ
た
結
果
、
著
し
い
血
糖

値
の
低
下
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
ヒ
ト
は
、
活
動

す
る
日
中
に
食
べ
た
物
を
効
率
的
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
す
る
。
一
方
、
夜
間

は
、
食
べ
た
物
を
脂
肪
に
し
て
体
に
貯

蔵
す
る
効
率
が
高
く
な
る
。
こ
の
た
め

に
朝
食
の
欠
食
は
、
肥
満
と
代
謝
異
常

の
原
因
と
な
る
。
遅
い
時
間
の
夕
食
や

高
カ
ロ
リ
ー
の
夕
食
は
、
肥
満
と
代
謝

異
常
を
促
進
さ
せ
る
。
体
内
時
計
の
異

常
は
肥
満
・
代
謝
異
常
の
原
因
と
な
り
、

ま
た
一
方
で
、
肥
満
は
体
内
時
計
を
破

綻
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
肥

満
・
代
謝
異
常
の
予
防
に
お
け
る
食
事

時
刻
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

体
内
時
計
と
睡
眠

　

人
間
の
三
大
欲
求
の
一
つ
に
睡
眠
欲

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
健
康
維
持
と
管
理

に
重
要
な
生
理
機
能
で
あ
る
。
米
国
の

シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
報
告
で
は
、
日
本
の

睡
眠
障
害
に
よ
る
経
済
損
失
は
十
五
兆

円
と
い
う
報
告
も
あ
る
。
睡
眠
の
役
割

に
脳
の
休
息
、
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
、
免

疫
機
能
の
増
強
や
記
憶
の
再
構
築
と

い
っ
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
睡
眠
障

害
の
例
と
し
て
は
、
夜
な
か
な
か
寝
付

け
な
い
と
か
、
眠
る
ま
で
に
一
時
間
以

上
か
か
る
と
い
っ
た
入
眠
障
害
、
夜
中

に
何
度
も
目
が
覚
め
そ
し
て
な
か
な
か

眠
れ
な
い
と
い
っ
た
中
途
覚
醒
、
眠
っ

た
は
ず
な
の
に
ぐ
っ
す
り
と
眠
っ
た

満
足
感
が
無
い
熟
眠
障
害
、
そ
し
て

朝
早
く
目
が
覚
め
て
し
ま
う
早
朝
覚
醒

と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
。
適
切
な
睡
眠

時
間
は
疾
患
の
予
防
に
貢
献
す
る
。
睡

眠
量
が
七
時
間
を
境
に
こ
れ
を
超
え
て

も
、
ま
た
低
く
て
も
心
筋
梗
塞
や
脳
卒

中
の
危
険
率
（
発
病
可
能
性
）
が
高
く

な
る
と
い
う
報
告
が
で
て
い
る
。
ま
た

睡
眠
時
間
と
脂
質
代
謝
の
関
係
で
は
、

適
切
な
睡
眠
時
間
は
、
脂
質
異
常
の
予

防
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
報
告
も
出

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
適
切
な
睡

眠
は
、
私
た
ち
の
健
康
維
持
に
必
須
で

あ
り
、
逆
に
睡
眠
障
害
は
他
の
疾
患
を

誘
発
す
る
危
険
性
も
持
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
大
切
な
睡
眠
を
制
御
す
る
二

つ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
あ
る
。
疲
労
に
よ

る
睡
眠
欲
求
で
あ
る
恒
常
性
維
持
機
能

と
、
夜
に
な
る
と
眠
く
な
る
体
内
時
計

で
あ
る
。
体
内
時
計
の
異
常
に
起
因
す

る
睡
眠
障
害
の
治
療
と
し
て
は
、
生
活

指
導
、
高
照
度
光
療
法
や
薬
物
治
療
な

ど
が
あ
る
。
薬
物
療
法
は
睡
眠
ホ
ル
モ

ン
の
メ
ラ
ト
ニ
ン
の
処
方
で
あ
る
。
こ

の
メ
ラ
ト
ニ
ン
は
高
齢
者
ほ
ど
生
産
量

が
減
少
し
、
体
内
時
計
に
よ
っ
て
制
御

さ
れ
、
光
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
る
。
こ

の
た
め
体
内
時
計
の
維
持
と
夜
間
に
光

を
浴
び
な
い
こ
と
が
メ
ラ
ト
ニ
ン
量
の

適
切
な
調
節
に
重
要
な
こ
と
と
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
睡
眠
の
種
類
に
は
、
レ
ム

睡
眠
と
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
が
あ
る
。
レ
ム

睡
眠
は
体
を
休
め
る
浅
い
睡
眠
で
あ
り
、

ノ
ン
レ
ム
睡
眠
は
脳
を
休
め
る
深
い
睡

眠
で
あ
る
。
レ
ム
睡
眠
で
は
体
は
ぐ
っ

た
り
し
て
い
て
も
脳
は
覚
醒
状
態
に
近

い
。
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
は
深
い
眠
り
に
就

い
て
い
て
、
起
こ
し
て
も
脳
は
す
ぐ
に

は
活
動
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。
レ
ム

睡
眠
と
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
は
周
期
的
に
繰

り
返
さ
れ
、
起
床
時
に
は
浅
い
眠
り
の

レ
ム
睡
眠
か
ら
の
目
覚
め
が
良
い
寝
起

き
と
な
る
。
こ
の
た
め
体
内
時
計
の
維

持
は
「
レ
ム
睡
眠
か
ら
の
目
覚
め
」
が

重
要
で
あ
る
。
年
齢
的
に
見
る
と
、
加

齢
に
伴
い
、
深
い
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
量
が

減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
こ
と
か

ら
良
質
な
睡
眠
を
と
る
た
め
に
は
、
年

を
取
る
と
必
要
な
睡
眠
時
間
は
短
く
な

る
こ
と
か
ら
、
睡
眠
時
間
に
こ
だ
わ
ら

な
い
、
体
内
時
計
や
生
活
リ
ズ
ム
を
崩

さ
な
い
た
め
に
休
日
で
も
普
段
と
同
じ

時
間
に
起
床
す
る
。
寝
付
け
な
い
ま
ま

に
床
に
つ
い
た
状
態
は
か
え
っ
て
頭
が

冴
え
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
か
ら
、
眠

く
な
っ
て
か
ら
床
に
就
く
。
そ
し
て
長

い
昼
寝
や
夕
方
以
降
の
昼
寝
は
、
夜
の

睡
眠
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、

昼
寝
は
短
時
間
に
と
ど
め
る
よ
う
に
す

る
こ
と
等
が
奨
め
ら
れ
て
い
る
。

小
型
魚
類
の
医
学
・
医
療
研
究
へ
の

貢
献

　

現
在
小
型
魚
類
（
メ
ダ
カ
・
ゼ
ブ
ラ

フ
ィ
ッ
シ
ュ
）
を
医
療
へ
活
か
そ
う
と

い
う
動
き
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

世
界
中
の
様
々
な
地
域
で
こ
れ
ら
小
型

魚
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｇ
Ｂ

Ａ
（
ゴ
ー
シ
ェ
病
の
原
因
遺
伝
子
）
の

変
異
（
欠
損
）
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

の
強
い
リ
ス
ク
因
子
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

α
シ
ヌ
ク
レ
イ
ン
の
凝
集
が
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
の
誘
発
因
子
で
あ
る
こ
と
が
解

明
さ
れ
た
。
ア
フ
リ
カ
メ
ダ
カ
を
老
化

モ
デ
ル
動
物
に
し
た
り
、
メ
ダ
カ
を
鬱

病
モ
デ
ル
動
物
に
す
る
な
ど
し
て
、
老

化
し
た
メ
ダ
カ
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
様
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を
呈
す
る
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

体
内
時
計
の
研
究
紹
介

　

体
内
時
計
の
研
究
状
況
と
体
内
時
計

の
ま
と
め
に
つ
い
て
で
あ
る
。
大
人
の

睡
眠
と
新
生
児
の
睡
眠
の
違
い
は
、
大

人
は
大
半
が
深
い
眠
り
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
の
睡
眠
は
浅
い
眠
り

が
半
分
以
上
で
あ
る
。
そ
し
て
新
生
児

の
睡
眠
リ
ズ
ム
は
一
～
二
ヶ
月
を
か
け

て
ウ
ル
ト
ラ
デ
ィ
ア
ン
リ
ズ
ム
か
ら
フ

リ
ー
ラ
ン
リ
ズ
ム
を
経
て
昼
・
夜
リ
ズ

ム
へ
同
調
し
て
い
く
。
ヒ
ト
と
実
験
動

物
（
ゼ
ブ
ラ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
）
と
の
共
通

点
は
、
昼
行
性
の
脊
椎
動
物
（
昼
活

動
し
て
夜
寝
る
）
で
あ
る
。
そ
し
て
脳
、

心
臓
、
肝
臓
や
腸
な
ど
が
存
在
し
、
細

胞
時
計
も
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
相

違
点
は
三
つ
あ
り
、
一
つ
め
は
大
き
さ

で
、
百
六
十
㎝
と
四
㎝
と
お
お
き
な
違

い
も
あ
る
。
二
つ
目
は
体
重
で
、
六
十

㎏
と
〇
・
三
㌘
と
大
き
く
違
っ
て
い
る
。

三
つ
目
は
遺
伝
子
操
作
で
あ
る
。
ヒ

ト
で
は
遺
伝
子
操
作
は
不
可
で
あ
る
が
、

ゼ
ブ
ラ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
で
は
遺
伝
子
操
作

は
可
能
で
あ
る
。
ま
た
小
魚
の
利
用
利

点
と
し
て
、
ヒ
ト
は
生
後
二
十
七
ヶ
月

で
歩
け
る
よ
う
に
な
る
が
、
ゼ
ブ
ラ

フ
ィ
ッ
シ
ュ
で
は
受
精
後
二
日
で
器
官

形
成
が
始
ま
り
三
日
後
に
は
孵
化
し
五

日
目
に
は
泳
ぎ
始
め
て
、
行
動
解
析
の

実
験
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
小

型
魚
類
を
利
用
し
た
実
験
か
ら
、
ゼ
ブ

ラ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
稚
魚
の
睡
眠
パ
タ
ー
ン

の
解
析
や
睡
眠
へ
の
影
響
等
か
ら
光
環

境
の
新
生
児
の
睡
眠
・
覚
醒
リ
ズ
ム
へ

の
影
響
な
ど
が
解
き
明
か
さ
れ
医
療
に

貢
献
し
て
い
る
。
現
在
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル

機
器
を
用
い
た
体
内
時
計
の
評
価
系
の

構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

体
内
時
計
の
ま
と
め
と
し
て
我
々
は

体
内
時
計
を
持
ち
、
日
中
は
身
体
を
活

動
に
、
夜
間
は
休
息
に
適
し
た
も
の
に

し
て
い
る
。
食
の
在
り
方
と
し
て
、
朝

食
を
重
視
し
、
早
め
で
軽
め
の
夜
食
を

心
が
け
る
こ
と
は
、
肥
満
と
代
謝
異
常

の
予
防
に
な
る
。
夜
間
の
光
（
青
色
光
）

を
避
け
、
体
内
時
計
を
乱
さ
な
い
よ
う

に
努
め
る
こ
と
が
快
適
な
睡
眠
に
重
要

で
あ
る
。
そ
し
て
安
価
な
身
体
に
装
着

で
き
る
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
機
器
を
用
い
て

健
康
の
維
持
・
管
理
が
可
能
に
な
っ
て

き
て
い
る
今
日
と
い
え
る
。

◎
第
二
回
社
教
セ
ミ
ナ
ー

開
催
日
時

　
　
　

令
和
三
年
十
一
月
二
十
一
日（
日
）

　
　
　

午
前
十
時
～

会
場　

小
松
市
芦
城
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
階
ホ
ー
ル

演
題　

な
ん
だ
か
こ
の
頃
天
気
が
変
じ
ゃ

　
　
　

な
い
？

　
　
　

～
寒
い
日
も
あ
る
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

温
暖
化
？
～

講
師　

　

気
象
予
報
士
・
防
災
士

　

石
川
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員

　

�

環
境
省
地
球
温
暖
化
防
止
エ
キ
ス
パ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー

　

�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
金
沢
放
送
局
「
か
が
の
と
イ
ブ

ニ
ン
グ
」
出
演
中

　

池
津　

勝
教 

先
生

地
震
・
雷
・
火
事
・
大
や
ま
じ
（
台
風
）

　

昔
か
ら
世
の
中
で
怖
い
も
の
と
し

て
「
地
震
・
雷
・
火
事
・
親
父
」
と
言

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
雷
は
神
鳴
り
（
鳴

る
神
）
で
、
昔
の
雷
対
策
は
、
神
頼
み

（
雷
神
社
）
や
、
お
ま
じ
な
い
（
く
わ

ば
ら
く
わ
ば
ら
）
と
い
っ
た
も
の
で
し

た
。
し
か
し
一
方
で
は
必
要
な
も
の
で

も
あ
り
ま
し
た
。
稲
妻
は
落
雷
に
よ
り

空
気
中
の
窒
素
と
結
び
つ
い
て
田
畑
の

植
物
の
肥
料
成
分
に
な
り
、
ブ
リ
起
こ

し
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
冬
季
雷
が
起
こ

る
と
海
が
荒
れ
る
こ
と
で
ブ
リ
が
多
く

と
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
雷
は

高
い
と
こ
ろ
に
落
ち
る
こ
と
か
ら
、
雷

の
時
は
先
ず
建
物
の
中
、
車
の
中
で
す

が
、
屋
外
で
は
、
木
の
す
ぐ
近
く
は
危

険
で
す
の
で
、
木
か
ら
四
メ
ー
ト
ル
以

上
離
れ
る
、
傘
等
は
さ
さ
な
い
、
足
を

閉
じ
て
し
ゃ
が
ん
だ
姿
勢
が
比
較
的
安

全
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
で
は
台
風

の
予
報
精
度
は
上
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
源
氏
物
語
に
出
て
く
る

野
分
や
颶
風
（
ぐ
ふ
う
）
と
し
て
の
台

風
、
安
政
の
大
風
災
、
シ
ー
ボ
ル
ト
台

風
な
ど
で
は
死
者
が
多
数
出
て
い
て
な

す
す
べ
が
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
こ

で
気
を
付
け
る
こ
と
と
し
て
暦
を
考
え
、

「
二
百
十
日
」「
二
百
二
十
日
」「
八
朔
」

と
注
意
し
た
も
の
で
す
。
台
風
情
報
の

見
方
も
知
っ
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

台
風
の
予
想
進
路
で
は
五
日
先
ま
で
の

予
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
白
い
円
が「
予

報
円
」
で
台
風
の
中
心
が
進
む
と
予
想
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さ
れ
る
場
所
で
、
赤
い
エ
リ
ア
が
「
暴

風
警
戒
域
」
で
暴
風
域
に
入
る
可
能
性

が
あ
る
場
所
で
す
。「
地
震
・
雷
・
火
事
・

親
父
」
は
昔
の
こ
と
で
気
象
災
害
へ
の

備
え
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
う
す
る
と
今
日
こ
わ
い
も

の
は
、「
地
震
・
か
ー
ち
ゃ
ん
・
火
事
・

津
波
」
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

気
象
予
報

　

世
界
の
地
上
気
温
の
変
化
を
み
る
と
、

百
年
あ
た
り
摂
氏
〇
・
七
五
度
上
昇
し

て
い
ま
す
。
日
本
の
気
温
上
昇
率
は
百

年
あ
た
り
摂
氏
一
・
二
六
度
と
な
っ
て

い
ま
す
。
二
〇
二
〇
年
の
異
常
気
象
で

は
、
高
温
地
域
が
目
立
ち
、
大
雨
の
地

域
が
増
え
て
き
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

ま
た
特
に
海
面
水
温
が
高
く
な
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
百
年
あ
た
り
摂

氏
〇
・
五
六
度
、
日
本
近
海
で
は
摂
氏

一
・
一
六
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
地
球
温
暖
化
が
進
む
と
極
端
な

現
象
が
増
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
温

暖
化
に
よ
り
海
水
温
が
上
が
る
。
す
る

と
蒸
発
す
る
水
蒸
気
量
が
増
え
る
。
そ

の
た
め
猛
暑
日
が
増
え
る
。
ま
た
豪

雨
・
台
風
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
一
〇
〇
年
に
は
、
最
大
で
気
温
が
摂

氏
四
・
八
度
上
昇
す
る
の
で
は
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
気
温
上
昇
対
策

と
し
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
発
生
を
減

ら
す
緩
和
策
と
温
暖
化
に
よ
る
気
象
の

悪
影
響
に
備
え
る
適
応
策
が
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

温
暖
化

　

温
暖
化
で
気
象
災
害
は
ど
う
な
る
の

か
？　

今
年
七
月
の
熱
海
市
の
土
石
流

を
思
い
出
し
て
下
さ
い
。
熱
海
市
の

雨
の
降
り
方
は
七
月
一
日
か
ら
三
日

正
午
ま
で
の
降
水
量
が
三
九
四
㎜
で
し

た
。
こ
の
数
値
は
平
年
一
ヶ
月
の
一
・

五
倍
で
し
た
。
大
変
な
量
で
す
。
ま
た
、

二
〇
二
〇
年
の
豪
雨
も
記
憶
に
新
し
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
時
よ
く
聞
か
れ
た

言
葉
が
「
線
状
降
水
帯
」
で
す
。
顕
著

な
大
雨
に
関
す
る
情
報
と
し
て
出
さ
れ

る
、
線
状
降
水
帯
発
生
情
報
と
い
わ
れ

る
も
の
で
す
。
こ
の
情
報
が
出
た
時
に

は
、
も
う
か
な
り
危
険
な
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。
外
に
出
る
こ
と
が
危
険
な

場
合
は
、
二
階
以
上
や
崖
か
ら
離
れ
た

部
屋
に
移
動
す
る
な
ど
、
少
し
で
も
身

の
安
全
を
守
れ
る
場
所
に
移
動
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
線
状
降
水
帯
は
積

乱
雲
が
次
々
と
増
殖
し
て
帯
状
に
連
な

る
現
象
で
、
温
暖
化
の
影
響
で
近
年
発

生
し
や
す
い
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
発

生
場
所
や
予
測
の
特
定
が
困
難
で
、
発

生
時
刻
や
発
生
場
所
を
予
測
で
き
る
段

階
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
近
年
の
大

雨
の
特
徴
は
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
、
①

局
地
的
（
狭
い
範
囲
に
）
②
集
中
的
（
集

中
し
て
）
③
激
甚
的
（
激
し
く
）
で
表

さ
れ
て
い
ま
す
。
石
川
県
で
も
短
時
間

の
強
雨
は
近
年
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

特
に
一
九
七
七
年
以
降
、
県
内
の
ど
こ

か
の
地
で
一
時
間
降
水
量
が
五
〇
㎜
以

上
と
な
っ
た
回
数
が
増
え
て
お
り
、
ど

こ
で
起
こ
る
か
予
測
が
難
し
く
、
い
つ

起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
石
川
県
の
一
時
間
降
水
量

の
最
大
記
録
は
、
二
〇
〇
六
年
の
八
月

十
三
日
に
輪
島
市
門
前
町
で
観
測
さ
れ

た
一
〇
一
㎜
で
、
小
松
市
の
最
大
記
録

は
二
〇
一
二
年
十
月
十
一
日
の
六
十
五

㎜
で
し
た
。
こ
れ
は
寒
冷
前
線
に
台
風

か
ら
の
暖
湿
気
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

ち
な
み
に
日
本
記
録
は
千
葉
県
香
取
市

で
観
測
さ
れ
た
一
五
三
㎜
で
し
た
。

台
風

　

昭
和
時
代
に
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し

た
台
風
と
言
え
ば
、
昭
和
九
年
の
室
戸

台
風
、
昭
和
二
十
年
の
枕
崎
台
風
、
昭

和
三
十
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
で
し
ょ
う

か
。
死
者
・
不
明
者
が
い
ず
れ
も
三
千

人
以
上
で
て
い
ま
す
。
ま
た
二
〇
一
九

年
の
台
風
十
九
号
は
大
型
で
強
い
勢
力

で
伊
豆
半
島
に
上
陸
し
ま
し
た
。
最
近
、

毎
年
の
よ
う
に
大
き
な
気
象
災
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
二
年
前
の
台
風
十
九

号
は
、
関
東
地
方
に
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
そ
の
台
風
の
雲
の
様

子
で
す
。
台
風
十
九
号
は
、「
大
型
で

猛
烈
な
台
風
」
に
ま
で
発
達
し
ま
し
た
。

台
風
十
九
号
の
北
に
「
秋
雨
前
線
」
が

停
滞
し
て
い
た
た
め
に
、「
台
風
＋
前

線
」
の
典
型
的
な
大
雨
に
な
る
パ
タ
ー

ン
で
し
た
。
こ
の
た
め
に
東
日
本
や
東

北
地
方
の
広
い
範
囲
で
記
録
的
な
大
雨

に
な
り
ま
し
た
。
神
奈
川
県
箱
根
町
で

は
、
総
降
水
量
が
一
〇
〇
〇
㎜
と
日
雨

量
の
日
本
歴
代
一
位
を
更
新
す
る
大
雨
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と
な
り
ま
し
た
。
三
ヶ
月
か
ら
四
ヶ
月

に
相
当
す
る
雨
が
一
日
か
二
日
で
降
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
な
ん
と

静
岡
、
神
奈
川
、
東
京
、
埼
玉
、
群

馬
、
山
梨
、
長
野
、
茨
城
、
栃
木
、
新

潟
、
福
島
、
宮
城
、
岩
手
と
過
去
最
多

の
十
三
都
県
に
「
大
雨
特
別
警
報
」
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
で
は
元
年
の

台
風
十
五
号
で
は
千
葉
県
で
最
大
十
二

日
間
の
停
電
事
故
が
起
こ
る
な
ど
広

範
囲
で
大
規
模
な
停
電
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
形
の
気
象
災
害
を
も

た
ら
す
台
風
で
す
が
、
過
去
に
石
川
県

で
台
風
の
上
陸
は
何
回
あ
っ
た
で
し
ょ

う
か
？　

実
は
石
川
県
で
の
上
陸
回
数

は
記
録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

二
〇
一
七
年
十
月
二
二
日
の
台
風
二
一

号
で
す
。
こ
の
時
の
記
録
は
、
最
大
瞬

間
風
速
が
三
一
・
三
メ
ー
ト
ル
（
観
測

史
上
最
強
）
で
、
日
降
水
量
が
九
〇
㎜

（
十
月
観
測
史
上
三
位
）
で
し
た
。

暑
さ

　

で
は
小
松
市
で
初
め
て
「
猛
暑
日
」

に
な
っ
た
の
は
い
つ
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
？　

そ
れ
は
二
〇
〇
七
年
八
月
一
日

で
す
。
統
計
開
始
は
一
九
七
八
年
十
二

月
か
ら
で
す
が
、
二
〇
〇
七
年
に
用

語
の
改
定
が
行
わ
れ
て
初
め
て
「
猛

暑
日
」
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
か

ら
で
す
。
夏
日
と
は
最
高
気
温
摂
氏

二
五
度
以
上
の
日
で
あ
り
、
真
夏
日
は

最
高
気
温
摂
氏
三
〇
度
以
上
、
猛
暑
日

は
最
高
気
温
摂
氏
三
五
度
以
上
の
日
を

い
い
ま
す
。
そ
し
て
熱
帯
夜
は
最
低
気

温
摂
氏
二
五
度
以
上
の
日
を
い
い
ま
す
。

二
〇
一
八
年
の
流
行
語
大
賞
は
「
そ
だ

ね
～
」
で
し
た
が
、
ト
ッ
プ
テ
ン
の
中

に
「
災
害
級
の
暑
さ
」
と
い
う
語
も
あ

り
ま
し
た
。
気
象
災
害
と
言
い
ま
す
と

水
害
や
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る

土
砂
災
害
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
方
が
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
気
温
も
年
々

深
刻
に
な
っ
て
い
る
気
象
災
害
の
一
つ

な
の
で
す
。
石
川
県
で
の
最
高
気
温
の

記
録
は
ど
れ
だ
け
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
？　

そ
の
答
え
は
二
〇
一
九
年
八
月

十
五
日
に
志
賀
町
で
記
録
さ
れ
た
摂
氏

四
〇
・
一
度
で
し
た
。
小
松
市
の
最
高

気
温
記
録
は
二
〇
一
八
年
八
月
二
二
日

の
摂
氏
三
八
・
六
度
で
、
日
本
記
録
は

二
〇
一
八
年
の
熊
谷
市
と
二
〇
二
〇
年

の
浜
松
市
で
、
摂
氏
四
一
・
一
度
で
し

た
。
以
前
は
摂
氏
四
〇
度
以
上
の
日
が

数
年
に
一
回
程
度
で
し
た
が
二
〇
一
八

年
は
摂
氏
四
〇
度
以
上
の
気
温
を
延
べ

十
七
回
も
観
測
し
ま
し
た
。
地
球
温
暖

化
の
影
響
が
な
け
れ
ば
こ
こ
ま
で
の
記

録
に
な
ら
な
か
っ
た
も
知
れ
ま
せ
ん
。

今
世
紀
末
に
は
、
猛
暑
日
が
百
年
で

二
十
日
程
度
増
加
し
、
夏
日
・
真
夏
日
・

熱
帯
夜
は
六
十
日
程
度
増
加
す
る
の
で

は
？
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

温
暖
化
と
大
雪

ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
が
発
生
す
る
と
、
西

太
平
洋
熱
帯
域
の
海
面
水
温
が
上
昇
し
、

西
太
平
洋
熱
帯
域
で
は
積
乱
雲
の
活
動

が
活
発
と
な
り
ま
す
。
冬
季
で
は
西
高

東
低
の
気
圧
配
置
が
強
ま
り
、
気
温
が

低
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
国
際
研
究
チ
ー
ム

は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
、
特
に
強

い
極
端
な
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
が
、
現
在

の
二
倍
の
頻
度
で
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
ま
す
。
温
暖

化
に
よ
っ
て
、
日
本
は
寒
い
冬
が
多
く

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
平
成
三
十

年
二
月
に
北
陸
地
区
は
大
雪
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。
日
本
の
上
空
に
強
い
寒
気

が
入
り
、
日
本
付
近
は
強
い
冬
型
の
気

圧
配
置
と
な
り
ま
し
た
。
北
陸
地
方
の

上
空
で
は
氷
点
下
摂
氏
三
六
度
以
下
の

寒
気
が
流
れ
込
み
、
二
月
四
日
か
ら
七

日
に
か
け
て
断
続
的
に
雪
が
降
り
、
大

雪
と
な
り
ま
し
た
。
福
井
市
で
は
昭
和

五
十
六
年
の
豪
雪
以
来
三
十
七
年
ぶ
り

に
積
雪
が
一
四
〇
㎝
を
超
え
る
大
雪
と

な
っ
た
ほ
か
、
福
井
県
や
石
川
県
で
日

降
雪
量
が
統
計
開
始
以
来
の
極
値
を
更

新
し
た
地
点
も
あ
り
ま
し
た
。
温
暖
化

に
よ
り
海
水
温
上
昇
で
水
蒸
気
量
が
増

加
し
、
雪
雲
の
発
達
を
う
な
が
し
極
端

な
降
雪
が
増
大
す
る
の
で
は
と
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
気
象
研
究
所
の
「
地
球

温
暖
化
で
豪
雪
の
頻
度
が
高
ま
る
～
最

新
気
候
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
予

測
～
」
で
は
、
地
球
温
暖
化
が
進
行
し

た
状
態
で
は
日
本
域
の
降
雪
は
全
体
的

に
は
減
少
す
る
が
、
気
温
が
摂
氏
〇
度

以
下
に
な
る
白
山
周
辺
な
ど
の
山
沿
い

で
は
、
大
気
中
の
水
蒸
気
の
増
加
な
ど

の
理
由
で
、
た
ま
に
起
こ
る
極
端
な
降

雪
が
増
大
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
北

陸
地
方
の
沿
岸
部
で
は
、
温
暖
化
に
よ

る
気
温
上
昇
の
た
め
に
雪
で
は
な
く
雨

と
し
て
降
る
と
思
わ
れ
る
が
、
温
暖
化

が
進
ん
で
も
気
温
が
摂
氏
〇
度
以
下
に

な
る
山
岳
部
で
は
、
降
雪
と
な
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

災
害
へ
の
備
え

　

命
を
守
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、

情
報
を
利
用
し
て
災
害
に
備
え
る
こ
と

で
す
。
新
し
い
情
報
で
あ
る
「
顕
著
な

大
雨
に
関
す
る
情
報
」
は
土
砂
災
害
警

戒
情
報
が
出
た
後
、
大
雨
特
別
警
報
が

出
る
前
後
に
発
表
さ
れ
ま
す
。
こ
の
情

報
が
出
た
時
に
は
、
か
な
り
危
険
な
状

況
だ
と
い
う
こ
と
を
覚
え
て
い
て
下
さ

い
。
状
況
を
知
る
方
法
と
し
て
、
何
処

に
局
地
的
に
雨
が
強
ま
っ
て
い
る
の
か
、

細
か
く
見
る
情
報
と
し
て
高
解
像
度
降

─  13  ─



水
ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

土
砂
災
害
や
洪
水
害
の
危
険
度
の
高
ま

り
な
ど
を
知
る
方
法
と
し
て
キ
キ
ク
ル

と
い
う
情
報
も
あ
り
ま
す
。
二
〇
二
一

年
五
月
か
ら
は
緊
急
安
全
確
保
、
避
難

指
示
（
警
戒
レ
ベ
ル
四
ま
で
に
必
ず
避

難
）、
高
齢
者
等
避
難
と
発
令
さ
れ
る

避
難
情
報
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
避
難

情
報
は
、
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
な
ど
で
、
こ
れ
ら
が
発
令
さ
れ
た

ら
対
象
地
区
の
住
民
は
速
や
か
に
危
険

な
場
所
か
ら
避
難
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
一
方
の
「
警
戒
レ
ベ
ル
相
当
情
報
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
大
雨
警
報
や
土

砂
災
害
警
戒
情
報
、
河
川
の
氾
濫
危

険
情
報
な
ど
で
、
こ
れ
は
「
住
民
が
自

ら
行
動
を
取
る
際
の
判
断
の
参
考
と
な

る
情
報
」
の
意
味
で
す
。
同
じ
警
戒
レ

ベ
ル
の
中
に
あ
っ
て
も
市
町
村
や
気
象

台
な
ど
発
表
さ
れ
る
場
所
で
情
報
の
タ

イ
プ
が
違
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
な
ど
警
戒
レ
ベ
ル

相
当
情
報
が
出
さ
れ
て
も
、
避
難
勧
告

な
ど
が
同
時
に
出
さ
れ
な
い
、
あ
る
い

は
発
令
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

避
難
勧
告
な
ど
は
市
町
村
が
総
合
的
に

判
断
し
て
発
令
す
る
か
ら
で
す
。
で
は

何
故
「
警
戒
レ
ベ
ル
」
が
つ
く
ら
れ
た

か
は
「
避
難
情
報
」・「
気
象
情
報
」・「
と

る
べ
き
行
動
」
と
い
う
三
つ
の
も
の
を

関
連
づ
け
て
、
同
じ
レ
ベ
ル
と
し
て
考

え
る
た
め
で
あ
り
、
自
主
的
に
避
難
を

す
る
目
安
と
し
て
考
え
る
と
い
う
意
味

も
あ
り
ま
す
。

避
難
の
方
法

　

災
害
時
の
避
難
に
は
、
避
難
所
な
ど

へ
の
水
平
避
難
と
、
自
宅
な
ど
で
の
二

階
な
ど
高
い
所
へ
の
避
難
（
垂
直
避
難
）

の
二
つ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
特
に
遠
方

の
親
戚
や
ホ
テ
ル
な
ど
の
宿
泊
や
車
中

泊
な
ど
の
新
し
い
避
難
先
の
場
合
は
条

件
の
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。「
自

宅
避
難
」
に
は
五
つ
の
条
件
が
あ
り

ま
す
。
①
災
害
に
強
い
立
地
で
あ
る
こ

と
（
災
害
の
種
類
に
よ
る
が
、
立
地
環

境
で
被
害
の
大
き
さ
が
か
な
り
違
う
。）

②
災
害
に
耐
え
ら
れ
る
家
の
強
度
（
耐

震
・
耐
風
が
で
き
て
い
る
か
。）
③
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
自
給
自
足
（
長
期
の

停
電
や
断
水
に
備
え
ら
れ
る
か
。）
④

飲
料
水
や
生
活
用
品
の
備
蓄
（
ロ
ー
リ

ン
グ
ス
ト
ッ
ク
が
あ
る
か
。）
⑤
快
適

に
過
ご
す
断
熱
と
調
湿
（
ス
ト
レ
ス
の

な
い
暮
ら
し
。
夏
涼
し
く
、
冬
温
か
く

居
ら
れ
る
か
。）
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

災
害
に
強
い
立
地
と
し
て
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
確
認
が
必
要
で
す
。
先
ず
は

自
宅
や
勤
務
地
な
ど
の
危
険
度
を
知

る
こ
と
が
防
災
計
画
の
ス
タ
ー
ト
で

す
。
避
難
行
動
は
浸
水
前
に
行
う
。
〇
・

五
メ
ー
ト
ル
未
満
で
は
一
階
床
下
浸
水

と
な
り
ま
す
。
車
で
の
避
難
は
危
険
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。
浸
水
の
深
さ
が
膝

上
に
な
る
と
徒
歩
に
よ
る
避
難
は
危
険

と
な
り
ま
す
。
避
難
が
遅
れ
た
場
合
は
、

自
宅
等
の
上
層
部
へ
移
動
す
る
。
マ
ン

シ
ョ
ン
等
の
高
い
建
物
に
居
住
し
て
い

る
場
合
は
無
理
に
避
難
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
〇
・
五
か
ら
三
メ
ー
ト
ル

未
満
で
は
一
階
床
上
浸
水
に
な
り
、
一

階
の
住
民
は
避
難
が
遅
れ
る
と
危
険
な

状
況
に
陥
る
た
め
、
避
難
情
報
の
み
な

ら
ず
、
河
川
の
水
位
情
報
等
に
も
注
意

し
、
必
ず
避
難
所
等
の
安
全
な
場
所
に

避
難
す
る
。
三
メ
ー
ト
ル
以
上
で
は
二

階
床
面
が
浸
水
す
る
た
め
、
二
階
建
て

住
宅
や
二
階
の
住
民
は
、
避
難
が
遅
れ

る
と
危
険
な
状
況
に
陥
る
た
め
、
避
難

情
報
の
み
な
ら
ず
、
河
川
の
水
位
情
報

等
に
も
注
意
し
、
必
ず
避
難
所
等
の
安

全
な
場
所
に
避
難
す
る
こ
と
が
身
を
守

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

防
災
用
品
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
か
？

　

防
災
用
品
と
し
て
①
ラ
ッ
プ
フ
ィ
ル

ム
②
乾
電
池
③
マ
ス
ク
④
ウ
ェ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
⑤
ア
ル
コ
ー
ル
ジ
ェ
ル
⑥

ビ
ニ
ー
ル
袋
⑦
ガ
ス
コ
ン
ロ
（
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
付
き
）
⑧
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
⑨
簡
易
ト
イ
レ
⑩
缶
詰
⑪
タ
オ
ル

⑫
カ
ッ
プ
麺
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

災
害
の
種
類
を
問
わ
ず
、
災
害
発
生
後

を
生
き
残
る
に
は
災
害
時
の
「
ル
ー
ル
・

オ
ブ
・
ス
リ
ー
」
と
い
っ
て
、
①
空
気

が
な
け
れ
ば
「
三
分
間
」
②
水
が
な
け

れ
ば
「
三
日
間
」
③
食
料
が
な
け
れ
ば

「
三
週
間
」
と
言
わ
れ
、
準
備
の
段
階

で
す
で
に
決
ま
る
こ
と
で
す
が
、
事
前

に
気
象
条
件
を
把
握
し
た
上
で
、
活
動

に
望
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
で
あ
る
水
の
復
旧
に
は
日
数
が
か

か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
水
は
ど
の
く
ら

い
必
要
か
と
の
目
安
と
し
て
一
日
あ
た

り
、
飲
料
水
は
三
リ
ッ
ト
ル
、
衛
生
用

水
は
一
リ
ッ
ト
ル
、
そ
の
他
ト
イ
レ
な

ど
六
リ
ッ
ト
ル
で
三
日
か
ら
七
日
分
×

（
家
族
）
の
備
え
が
あ
れ
ば
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
以
上
命
を
守
る
為
に
必
要

な
こ
と
は
、
①
正
し
い
知
識
、
②
準
備

と
訓
練
と
③
覚
悟
で
し
ょ
う
か
。
気
象

予
測
は
進
歩
し
て
い
ま
す
が
、
気
候
は

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
意

識
を
変
え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
事
前

の
万
全
な
準
備
と
す
ぐ
避
難
で
き
る
よ

う
普
段
か
ら
の
心
掛
け
が
必
要
と
思
い

ま
す
。

　

以
上
で
、
な
ん
だ
か
こ
の
頃
天
気
が

変
じ
ゃ
な
い
？　

～
寒
い
日
も
あ
る
の

に
温
暖
化
？
～
を
終
わ
り
ま
す
。
ご
静

聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
報
告
担
当　

清
丸
亮
一
）
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